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関連計画や他部局の施策等の整理 
 

 

２－１  上位・関連計画 

１． 立地適正化計画の上位計画との関係 

立地適正化計画は、総合計画や都市計画マスタープランなどの上位計画と各分野の関連計画との

整合・連携を図りながら進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第５次竹原市総合計画 

竹原市人口ビジョン 

竹原市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

竹原市デジタル田園都市国家構想総合戦略 

 

広島都市計画区域マスタープラン 

竹原都市計画区域の 

整備、開発及び保全の方針 

第６次竹原市総合計画 
基本構想(H31 年度～R10 年度) 

前期計画(H31 年度～R5 年度) 

 後期計画(R６年度～R10 年度) 

竹原市都市計画マスタープラン 

竹原市立地適正化計画 

整合・連携 

誘導すべき都市機能に関わる分野の関連計画 

 

<公共交通> 

竹原市地域公共交通計画 等 

<防災> 

竹原市地域防災計画 

竹原市防災ハザードマップ 等 

  

<教育・福祉> 

竹原市地域福祉計画 等 

たけはら輝きプラン 等 

 

<公共施設> 

竹原市公共施設等総合管理計画 等 
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２． 第６次竹原市総合計画-後期基本計画（令和 6 年 3 月） 

 

■都市像 元気と笑顔が織り成す 暮らし誇らし、竹原市。 

■立地適正化計画に関連する方策等（コンパクトプラスネットワーク） 

 将来像 1 自然・歴史・文化に育まれ、人々に守られ磨かれた資源が人々を

魅了する賑わいのあるまち （p.25） 

目標像 1 竹原らしさを感じるまちに人々が集まり賑わいが生まれている

（p.25） 

6 コンパクトな市街地とネットワークの形成（p.36-37） 

10 年後の目指す姿 

★瀬戸内に映えるコンパクトで住みやすい都市づくりができて

いる 

■コンパクト ①コンパクトで持続可能なまちづくりの推進（p.37） 

○ 道路・公園・下水道などの都市基盤整備、まちのバリアフリー化、子

供や子育て世帯に魅力的な環境整備、浸水や土砂災害など災害リスク

を低減した防災都市づくりなど、誰もが安全・快適に暮らせる居住環

境が整った都市づくりに取組みます。 

○ 人口減少社会においても、竹原地区や忠海地区など、各地域の特性に

応じ、日常生活に必要な生活利便施設（商業・医療・福祉・子育て施

設等）を集積することによって、緩やかな居住の誘導を図り、一定程

度の人口密度を維持し、コンパクトで利便性の高い拠点を形成します。 

○ 市庁舎移転後の跡地を活用して、中心市街地の老朽化・分散化した公

共施設を集約するとともに、民間機能とも連携した、利便性の高い多

機能な活動拠点づくりに取組みます。 

○ コンパクトで魅力ある拠点を形成することを目的に、まちなかを居心

地が良く、歩きたくなる空間とするため、民間主体の活動を支援しな

がらデジタルツールを活用したウォーカブルなまちづくりを推進しま

す。 

○ 瀬戸内海や山などの自然や歴史的な町並みなどの活用による竹原らし

い景観を創出するとともに、地域資源を活用した観光地の魅力向上や

交流の場の創出など、地域特性に応じた魅力ある拠点を形成します。 

■ネットワーク ②持続可能な公共交通体系の構築と利用促進（p.37） 

○ 交通事業者等と連携し、生活路線の利便性向上、高速交通体系との連

絡、市内観光スポットの連絡・回遊性の向上など、公共交通のあり方

を検討し、市民や観光客が利用しやすい持続可能な公共交通ネットワ

ーク体系を構築します。 

○ デジタルを活用した時刻表などの運行情報、乗換情報の提供等の情報

発信や快適な待合環境づくり、案内表示の充実した乗換環境づくりな

ど、公共交通の利用促進に取組みます。 
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＊【バリアフリー】多様な人が社会生活を送るうえで、障壁となるものを取り除くこと。 

＊【ウォーカブル】Walkable。「歩く」を意味するwalkと「できる」のableを組み合わせた造語。「歩きやすい」「歩きたくなる」こと。 
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３． 竹原都市計画区域マスタープラン（令和 3 年 3 月） 

 

 

■現状と課題 

本区域は、竹原市の発展を牽引するとともに、竹原港から航路により

連絡している大崎上島町に対して、多様な都市的サービスを提供する

役割を担っています。しかし、人口減少が顕著であるため、定住促進

を図りながら都市機能の維持を図ることが課題となっています。 

■主要な都市計画に関する方針の特記事項（p.95～p.96） 

○ ＪＲ竹原駅やＪＲ忠海駅などの駅周辺や商業・業務機能の一定の集積があり、かつ地域
公共交通によるアクセスが可能である地域において、生活サービス機能の充実など、
利便性の向上を図ります。 

○ 臨海部を中心とした既存の工業集積地や内陸部の竹原工業・流通団地は、今後とも本区
域の製造業等の集積地として生産活動の利便性の維持・増進を図ります。 

○ 立地適正化計画の活用などにより、災害リスクの高い区域の土地利用制限や、災害リス
クの低い区域への居住誘導を図ります。 

○ 市街地の利便性や快適性の向上を図るため、老朽化する既存インフラの更新と維持に努
め、都市基盤整備を行います。 

■広域拠点及び地域拠点における主要な市街地開発事業の決定の方針（p.67） 

○ 竹原市の中心市街地に近く、ミニ開発等により市街化の進展が想定される新開地区（竹
原市）において、土地区画整理事業により都市基盤整備を進め、健全な市街地環境の
形成と土地利用の増進を図ります。 
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４． 竹原市都市計画マスタープラン（平成 28 年 11 月） 

 

■将来都市像 『住みよさ実感 瀬戸内交流文化都市 たけはら』 

■立地適正化計画に関連する方策等（コンパクトプラスネットワーク） 

■コンパクト ●都市機能の集約化とネットワーク化によるコンパクトな市街地の形成 
○ 市街地における適正な人口密度の維持、災害リスクの低減などに

配慮した居住地の適切な誘導を通じて、コンパクトな市街地の形
成を図ります。 

■ネットワーク ○ 都市の低炭素化、持続可能な都市づくりに向けて、都市機能の都
市拠点への集約化及び都市拠点と各地域との公共交通によるネ
ットワーク化を図ります。 

■コンパクトな市街
地の形成に向けた
土地利用制度の運
用の方針 

○ 都市再生特別措置法第 81 条に基づく立地適正化計画の策定と
それに基づく都市機能誘導区域、居住誘導区域の指定により、新
たな都市機能の立地及び居住地の形成を誘導します。 

○ 将来の市街地規模、形態を見通した用途地域の見直しを行うとと
もに、見直し後の用途地域外の区域について、都市再生特別措置
法第 89 条に基づく居住調整地域の指定等により新たな市街化
を抑制します。 

○ 開発許可制度の運用などにより、土砂災害警戒区域などの災害リ
スクのある区域における開発を抑制します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 都市計画マスタープランにおける都市づくりの基本的方針 
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図 都市計画マスタープランにおける集約型都市構造のイメージ 

 

表 集約型都市構造形成の方向性 

 都市機能の集約化 居住地の誘導 公共交通ネットワーク 

都市拠点 

竹原 

○竹原市の中心地としての

都市機能の集積化 

○全市域を対象とした都市

的サービス機能 

(業務機能/観光、交流機能

/交通機能) 

○生活の利便性の高い都市

拠点周辺への誘導による

誰もが歩いて暮らせる居

住地の形成 

○地域拠点や、各集落と連

絡する公共交通ネットワ

ークの充実 

○近隣市町及び広域と連絡

する公共交通ネットワー

クの充実 

地域拠点 

大乗、忠海 

吉名、北部 

○生活圏の中心地としての

都市機能の充実 

○地域を対象とした都市的

サービス機能 

(地域特性に応じた観光、 

交流機能/交通機能) 

○生活の利便性の高い地域

拠点周辺、鉄道駅周辺へ

の誘導による誰もが歩い

て暮らせる居住地の形成 

○各集落や、都市拠点と連

絡する公共交通ネットワ

ークの充実 

  

集落中心地 

小梨、宿根 

東野、仁賀 

田万里 

○都市・地域拠点から離れ

た地区における集落中心

機能の維持 

(集会機能/生活支援機能) 

○集落の維持 

○最適な交通手段による集

落中心地と地域拠点や、

都市拠点を連絡する公共

交通ネットワークの充実 
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５． 竹原市人口ビジョン（令和６年 3 月） 

 

■目指すべき将来の方向（p.121） 
○ 社会減の緩和（産業を活性化させることで賑わいをつくる／竹原への新しいひとの流れ

をつくる） 
○ 自然減の緩和（結婚・出産の希望をかなえ、子育てしやすい環境をつくる） 
○ 賑わいと活力の創出（多様な人々がかかわり、竹原の魅力・個性を磨き、元気なまちを

つくる） 

■人口の将来展望（p.122） 
○ 令和 42（2060）年に 10,130 人の人口規模を維持します。 
○ 「雇用を確保し、産業を活性化させることで賑わいをつくる」「竹原への新しいひとの

流れをつくる」「結婚・出産の希望をかなえ、子育てしやすい環境をつくる」「多様な人々
がかかわり、竹原の魅力・個性を磨き、元気なまちをつくる」に寄与する施策事業を積
極的に展開し、社会減や自然減の緩和を図り、地域に賑わいと活力を創出します。 
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６． 竹原市デジタル田園都市国家構想総合戦略（令和 6 年 3 月） 

 

■基本目標 基本目標 2 竹原への新しいひとの流れをつくる（p.137） 
○ 市内外に向けた本市の魅力の発信や地域活動の促進により、若い世

代の本市への誇りと愛着を醸成するとともに、地域に多様な形で継
続的に関わる関係人口の創出・拡大を図り、移住定住施策と一体的
に取組むことで、本市への新しい人の流れを作ります。 

■立地適正化計画に関連する方策等（コンパクトプラスネットワーク） 

■コンパクト ○ だれもが安全・快適に暮らせる居住環境が整った都市づくりに取組
むとともに、竹原駅前エリアの活性化を図るなど、商業、医療、福
祉などの日常生活に必要な生活利便施設が充実した利便性の高い
拠点づくりを進めます。 

○ コンパクトで魅力ある拠点を形成することを目的に、まちなかを居
心地が良く、歩きたくなる空間とするため、民間主体の活動を支援
しながらデジタルツールを活用したウォーカブルなまちづくりを
推進します。 

■ネットワーク ○ 交通事業者等と連携して、生活路線の利便性向上、高速交通体系と
の連絡、市内観光スポットの連絡・回遊性の向上など、公共交通の
あり方を検討し、市民や観光客が利用しやすい持続可能な公共交通
ネットワーク体系を構築します。 

○ 公共交通の維持に向けデジタルを活用した運行情報や乗換情報の
発信や快適な待合場所など、利用しやすい環境づくりに取組みま
す。 

 

 

７． 第 3 次竹原市地域福祉計画（令和 4 年 3 月） 

 

■地域福祉推進に向けた取組み（p.41） 

①コンパクトなまちづくり 

竹原市都市計画マスタープラン及び竹原市立地適正化計画に基づき、コンパクトで暮らし

やすいまちづくりを進めていきます。  

 

取組 内容 主体 

福祉のまちづくりの推進 

○ 広島県福祉のまちづくり条例に基づき、公共施
設や不特定多数の方が利用する民間施設など
を誰もが利用しやすくなるよう、啓発・指導・
助言を行っていきます。 

竹原市 

外出しやすいまちづくり 

○ 竹原市公共交通網形成計画に基づき、様々なニ
ーズに応じた公共交通の運行方法の見直し・調
整、公共交通空白地・不便地区へのサービス提
供を試行していきます。  

竹原市 
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８． たけはら輝きプラン 2024（令和 6 年 3 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策の体系（p.32） 

●基本理念 高齢期になっても、自分らしく輝き、いきいきと笑顔で暮らせるまち竹原 

●基本目標 竹原市の特性に応じた地域包括ケアシステムを深化・推進する 

●基本方針 １ 地域で安心して暮らし続けるための介護・生活支援・住まいの充実 

２ 介護予防・生きがいづくりの推進 

３ 認知症施策の総合的な推進 

４ 高齢者にやさしい環境づくりの推進 

５ 介護保険制度の適正な運営 
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９． 竹原市地域公共交通計画（令和７年３月） 

 

■基本目標 ●基本方針 たけはらの強みを活かし、「元気」と「笑顔」を生み出す公

共交通サービスの実現（p.75） 

●基本目標 （p.76） 

目標① 高齢者の暮らしを支える公共交通の維持・確保 

目標② モビリティ・マネジメントによる公共交通の利用促進 

目標③ 若者が自動車に頼らず移動できる移動環境の確保 

目標④ 観光客が分かりやすく移動しやすい受け入れ環境整備 

目標⑤ 他分野との共創による地域公共交通サービスの展開 

■立地適正化計画に関連する方策等（コンパクトプラスネットワーク） 

■コンパクト  地域公共交通ネットワークの配置方針（p.71～p.72） 
都市拠点（市中心部である竹原駅周辺）と地域拠点（忠海、北部、
吉名、大乗の各地域の拠点）を、広域幹線交通が結びます。これ
らの拠点と小さな拠点を、支線及び沿線集落フィーダー交通が結
びます。また、市中心部や主要観光スポットをまわるのに便利な
循環フィーダー交通を検討します。 

■ネットワーク  高齢者の暮らしを支える公共交通の維持・確保（p.76） 
 自家用車だけに依存しない生活の実現に向けて、市民の移動ニ
ーズや需要と供給のバランスを考慮し、利用しやすいサービスと
なるように見直しを行います。 
 人材不足や厳しい経営状況が続く公共交通事業者が事業を存続
できるよう、既存の公共交通の見直しや他分野との連携などによ
り、市民の移動の足を維持・確保します。 

 

 モビリティ・マネジメントによる公共交通の利用促進（p.76） 
 公共交通のサービス内容やさまざまな取組を知ってもらい、生
活の移動手段のひとつとして認知され、気軽な利用、新たな利用
につながるよう取組を推進します。 
 自家用車で自由に移動できる方々にも、公共交通の重要性や、
公共交通事業の現状を周知することで、公共交通の維持・存続に
向けた意識改革、行動変容を促進します。 

 

 若者が自動車に頼らず移動できる移動環境の確保（p.76） 
 鉄道の運休や遅延による通学や通勤等に与える影響を低減させ
るため、代替手段に関する情報提供や、代替交通運行の検討を行
います。 
 多くの若者が家族の送迎に頼らずとも自由に外出できるよう、公共
交通を利用できる、利用したくなる環境づくりの検討を行います。 

 

 観光客が分かりやすく移動しやすい受け入れ環境整備（p.76） 
 インバウンド観光客の受け入れ環境として、多言語化や分かりやす
い案内などの既存サービスの利便性向上を図ります。 
 観光客の増加が公共交通利用者数にもつながるよう、観光と公
共交通とが連携したイベントや特典、観光施設までの移動手段な
どについて検討します。 

 

 他分野との共創による地域公共交通サービスの展開（p.76） 
 福祉や教育分野における複数の移動サービスの統合などの見直
しを行います。 
 交通事業者間での情報共有を充実し、相互のダイヤ改正内容や
利用者ニーズなどを共有することで、地域一体となった公共交通
の維持・確保に努めます。 
 災害時などの有事の際には、市内の既存ストックとして移動手
段を活用できるよう検討します。  
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